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ついて
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金条例の制定について
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部を改正する条例の制定につい
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告

─────────────────
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─────────────────

第18 議員の派遣について

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（決算審査特別委員会審査報告）

第１ 認定第１号 平成１９年度三沢市水

道事業会計決算認定について
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第２ 認定第２号 平成１９年度三沢市立

三沢病院事業会計決算認定につ

いて

─────────────────

日程第１及び日程第２の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（予算・条例等審査特別委員会審査報

告）

第３ 議案第64号 平成２０年度三沢市一

般会計補正予算（第２号）

第４ 議案第65号 平成２０年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第１

号）

第５ 議案第66号 平成２０年度三沢市水

道事業会計補正予算（第１号）

第６ 議案第67号 三沢市議会議員の報酬

及び費用弁償に関する条例及び

三沢市特別職報酬等審議会条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて

第７ 議案第68号 三沢市家畜導入事業基

金条例の制定について

第８ 議案第69号 三沢市駐車場条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第９ 議案第70号 三沢市乳幼児医療費給

付条例の一部を改正する条例の

制定について

第10 議案第71号 三沢市重度心身障害者

医療費助成条例の一部を改正す

る条例の制定について

第11 議案第72号 三沢市営牧場条例の制

定について

第12 議案第73号 財産の取得について

─────────────────

日程第３から日程第１２までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────
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─────────────────
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─────────────────
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─────────────────
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午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、４日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 認定第１号及び

日程第２ 認定第２号

日程第１ 認定第１○議長（馬場騎一君）

号及び日程第２ 認定第２号の計２件を一括

議題とします。

決算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりでございます。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ただいまの委員長報○議長（馬場騎一君）

告に対し、質疑、討論をあわせて行います

が、通告がありませんので、質疑、討論を終

結します。

これより、採決します。

認定第１号及び認定第２号の２議案は、委

員長報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、認定第１号平成１９年度三沢市水

道事業会計決算認定について、認定、認定第

２号平成１９年度三沢市立三沢病院事業会計

決算認定について、認定とそれぞれ決しまし

た。

─────────────────

◎日程第 ３ 議案第６４号から

日程第１２ 議案第７３号まで

日程第３ 議案第６○議長（馬場騎一君）

４号から日程第１２ 議案第７３号までの計

１０件を一括議題とします。

予算・条例等審査特別委員会の審査報告書

は、お手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ただいまの委員長報○議長（馬場騎一君）

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

３番奥本菜保巳議員。

議案第６４号平成○３番（奥本菜保巳君）

２０年度三沢市一般会計補正予算（第２号）

の大空ひろば整備事業、Ｆ－４戦闘機展示に

かかわる基礎設計及び工事費９６６万円計上

について反対討論を行います。

現在、県立三沢航空科学館の大空ひろばの

一角にＦ－１６戦闘機などの米軍機３機と自

衛隊機の７機、計１０機が所狭しと展示され

ています。展示されている一角から米軍三沢

基地がフェンス越しに見渡せるような景観に

なっていて、そこに立つと、空では物すごい

爆音とともに訓練機が飛行し、まるで基地と

一体化しているような、軍事施設の一部のよ

うな錯覚をも覚えます。

今回、Ｆ－４戦闘機が全国初の基地外での

展示になるということで、航空ファンの注目

を集めることになり、集客増を期待してのこ

とだとは認識しています。

しかしながら、戦争の悲惨さや戦闘機の意

味をよく理解できていない、まだ分別のつか

ない低学年の子供たちにとっては、この光景

はどのように映るのでしょうか。戦争賛美に

つながるのではないかという不安もよぎりま

す。

また、今回も機体は借り受けとのことです

が、設置に当たり、設計・工事費９６６万円

もかかるということです。現在、１０機です

から、今回も入れると約１億円も工事費に費

やしてきたということになります。

それだけの予算を計上できるのであれば、

生活支援を優先するか、もしくは、生活支援

にも予算を計上するべきではないでしょう

か。原油高、物価高騰で生活者はゆとりのな

い暮らしを強いられています。
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また、アメリカの証券大手リーマンも経営

破綻し、日本をはじめ世界経済へ深刻な打撃

を与えると報じられており、これからの情勢

に不安は尽きません。

今、最も必要なのは、戦闘機を展示するこ

とではなく、市民生活に密着した生活支援へ

の対応だと思います。

以上、このような観点から、私は反対を表

明いたします。

続いて、議案第７２号三沢市営牧場条例の

制定についての第７条の使用料の改定につい

て、反対討論を行います。

バイオ燃料や投機マネーによる原油高の影

響で飼料が急騰し、畜産農家にとっては大変

な打撃を受けている状況です。特に、乳用牛

を飼育する酪農家にとっては、乳価は国が決

めるため価格転嫁できず、このままではやっ

ていけないという声も聞こえてきます。

そこで、国や県やＪＡが緊急支援対策を

とっている中、三沢市独自の支援は行ってい

ません。使用料値上げの理由を伺うと、ほか

の近隣町村より三沢市の使用料がこれまで安

かったということ、飼料高によりコストがか

かるという理由からということです。

しかしながら、これまでにない危機的状況

の中、使用料を上げずに、三沢も頑張って畜

産農家を支援していくことが、今、最も望ま

れる対策ではないでしょうか。

以上のことから、牧場の使用料値上げには

反対を表明いたします。

以上です。

次に、５番鈴木重正○議長（馬場騎一君）

議員。

議案第６４号平成２○５番（鈴木重正君）

０年度三沢市一般会計補正予算（第２号）に

ついて、賛成の立場で討論いたします。

三沢市は、世界初の太平洋無着陸横断飛行

のミス・ビードル号発進の地として、また、

現在も米軍及び航空自衛隊が所在する基地の

街として、その歴史の中で航空機と深いかか

わりを持ちながら発展してまいりました。

三沢市制施行５０周年のキャッチコピー

「おめでとう半世紀、翔ばたこう未来へ」、

また、１１月に行われる第４４回青森県ＰＴ

Ａ研究大会三沢大会の大会テーマ「大空のま

ちからTake off －私たちが変わるとき！

語り合おう 今、垣根を越えて－」などを見

ても、この三沢から航空機のように夢・希

望・未来という大空に向かって翔ばたいてい

くメッセージ、姿というものが、三沢市内は

もとより、県内外に発信されているのではな

いかと思っております。

そのような中、大空ひろばは、大空のまち

づくりの中核となる文化、科学、観光の多機

能を有する航空をテーマとした公園として、

市民の教育・文化の向上に寄与するため設置

されたものであり、そして、県立三沢航空科

学館と相互に機能を補完しながら、一体とし

て利用される施設であります。

その中でも大きな特徴である航空機の展示

は、広大な三沢飛行場をバックに、ふだんは

間近に見ることすらできない実際の航空機に

乗って、触れて、間近で見ることができる人

気のスポットとなっており、机上、本での教

育ではなく、三沢の特色を生かし、本物を実

際に見る、触れる、比べるという経験型の教

育として、また、観光資源としても、その果

たすべき役割は非常に大きなものがあると

思っております。

また、当市では、航空に関する科学知識の

啓発を図るため、関連する施設整備に要する

財源に充てることを目的とし、三沢市大空ひ

ろば整備基金条例が制定されております。

今回のＦ－４戦闘機展示に係る基礎設計及

び工事費については、その財源の一部を三沢

市大空ひろば整備基金から充当するというこ

とでありまして、市民の寄附金等により積み

立てられた当該基金の趣旨に沿い、有効に活

用されるものであると考えております。

以上のことから、私は、大空ひろば整備事

業が計上されております議案第６４号平成２

０年度三沢市一般会計補正予算（第２号）に

ついて、賛成するものであります。

以上で、討論を打ち○議長（馬場騎一君）
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切ります。

これより、採決します。

議案第６４号及び議案第７２号を除く、議

案第６５号から議案第７３号までの８議案

は、委員長報告のとおり決することに御異議

ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第６５号平成２０年度三沢市

介護保険特別会計補正予算（第１号）、可

決、議案第６６号平成２０年度三沢市水道事

業会計補正予算（第１号）、可決、議案第６

７号三沢市議会議員の報酬及び費用弁償に関

する条例及び三沢市特別職報酬等審議会条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決、議案第６８号三沢市家畜導入事業基金条

例の制定について、可決、議案第６９号三沢

市駐車場条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決、議案第７０号三沢市乳幼児医

療費給付条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決、議案第７１号三沢市重度心身

障害者医療費助成条例の一部を改正する条例

の制定について、可決、議案第７３号財産の

取得について、可決とそれぞれ決しました。

次に、議案第６４号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（馬場騎一君）

よって、議案第６４号平成２０年度三沢市

一般会計補正予算（第２号）については、可

決と決しました。

次に、議案第７２号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（馬場騎一君）

よって、議案第７２号三沢市営牧場条例の

制定については、可決と決しました。

─────────────────

◎日程第１３ 基地対策特別委員会

中間報告

日程第１３ 基地対○議長（馬場騎一君）

策特別委員会の中間報告を議題とします。

１５番。

本委員会にお○１５番（小比類巻雅彦君）

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

平成２０年６月２４日、委員会を開催し、

三沢基地周辺対策要望について協議をいたし

ました。

その結果、新規項目１件を含む１３項目に

ついて国に要望することとし、平成２０年７

月８日、９日の２日間にわたり、種市市長、

馬場議長とともに、基地対策特別委員会が東

北防衛局、防衛省及び県選出国会議員に対し

要望行動を実施いたしました。

なお、今回要望してまいった項目は、１、

地域の実情に合った移転補償対象地区の見直

しについて、２、航空機騒音の規制措置につ

いて、３、三沢基地広報館の設置について、

４、三沢飛行場第二滑走路の早期着工につい

て、５、三沢市立三沢病院建設事業に対する

支援について、６、天ヶ森及び砂森地区の早

期移転完了について、７、農産物加工施設の

整備促進について、８、第二種騒音区域の指

定を受けた地区の早期移転について、９、住

宅防音工事の早期着工と対象施設の拡大等に

ついて、１０、基地周辺住民対策の充実につ

いて、１１、防衛施設周辺の生活環境の整備

等に関する法律の積極的かつ弾力的な運用に

ついて、１２、特定防衛施設周辺整備調整交

付金（９条交付金）等の増額について、１

３、地域振興に対する支援について、以上の

項目でございます。

東北防衛局では、佐藤企画部次長へ要望書

を手渡すとともに、各項目についての概要を

説明し、それに対する回答を受けました。

これに対して、各委員からさらに具体的な

回答を求める声も出されたほか、要望終了後
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に行われた酒井東北防衛局長への表敬訪問で

は、三沢市の実情を伝えながら強く要請をい

たしました。

防衛省では、はじめに、伊藤地方協力局次

長を表敬し、続いて、廣瀬地方協力企画課長

に要望書を手渡し、説明した後、回答を受け

ました。

その後の質疑では、当初の回答に加え、さ

らに踏み込んだ回答を引き出すべく、各委員

からの質問及び要望が行われたところでござ

います。

また、航空幕僚監部では、元航空自衛隊三

沢基地に司令として勤務した菊川航空幕僚副

長及び平田防衛部長と面談し、意見交換を行

いました。

そのほか、県選出国会議員に対しても要望

書を持参し、要望行動を行ってまいったとこ

ろでございます。

今後におきましては、これらの要望事項に

対する進捗状況を確認しながら、さらに検討

してまいりたいと考えております。

以上、引き続き、閉会中の継続審査とする

ことを申し添え、基地対策特別委員会の中間

報告といたします。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き、閉会中の継続審査にしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き、閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第１４ 中心市街地活性化対

策特別委員会中間報

告

日程第１４ 中心市○議長（馬場騎一君）

街地活性化対策特別委員会中間報告を議題と

します。

１４番。

中心市街地活○１４番（小比類巻正規君）

性化対策特別委員会における審査状況につい

て、会議規則第４５条第２項の規定に基づ

き、中間報告いたします。

当委員会は、平成２０年第２回定例会にお

いて、平成１９年１１月３０日に内閣総理大

臣認定を受けた中心市街地活性化基本計画を

推進することにより、衰退する中心市街地の

活性化を図ることを目的として設置されたと

ころであります。

去る８月８日に第１回目の委員会を開催

し、活性化基本計画の概要についてと活動方

針についての２件について協議いたしまし

た。

会議案件の１点目、活性化基本計画の概要

については、計画区域の視察を行った上、調

査を行ったところでありますが、執行部から

は、当該計画の期間は平成１９年１１月から

平成２５年３月までの５年５カ月であり、基

本コンセプトとしては、「国際色を愉しめる

魅力・活力・安心のある街」、中心市街地

の形成を掲げ、５０にも及ぶハード、ソフト

事業が実施・計画されているとの説明を受

け、あわせて、現在行われている事業の進捗

状況等についても報告がなされたところであ

ります。

続いて、会議案件の２点目では、当委員会

の方向性を確立すべく、活動方針についてを

協議したところでありますが、その結果、中

心市街地において直面する喫緊の課題への対

処という観点から、一つ、病院跡地利用につ

いて、二つ、中心市街地への誘客について、

三つ、中心市街地の基盤整備についての３件

を重点的に調査・研究することにより、中心

市街地の活性化を促進してまいりたいとの考

えであります。

以上、引き続き、閉会中の継続審査とする

ことを申し添えまして、簡単ではあります

が、中心市街地活性化対策特別委員会の中間

報告といたします。
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質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き、閉会中の継続審査にしたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、中心市街地活性化対策特別委員会

については、引き続き、閉会中の継続審査と

します。

─────────────────

◎日程第１５ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

日程第１５ 総務文○議長（馬場騎一君）

教常任委員会所管事務調査報告を議題といた

します。

１２番。

去る７月３０日開○１２番（野坂篤司君）

催されました総務文教常任委員会の所管事務

調査について、その概要を報告申し上げま

す。

今回の調査は、教育委員会が所管する学校

の組織編制の問題、特に、小中一貫教育につ

いて行いました。

会議に先立ち、三沢市教育委員長をはじめ

とする５名の教育委員の方々にも御参加いた

だき、既に小中一貫教育特区に取り組まれて

いる三戸町の状況について視察してまいりま

した。

現在、三戸町では、将来の児童生徒の大幅

な減少、老朽化や耐震強度に心配のある校

舎、そしてまた、不登校児童の増加傾向等の

問題を抱えていることから、これを解消すべ

く、構造改革特区による小中一貫校を設立す

る計画を推進しておりました。

当委員会では、これらを参考に、当市にお

ける小中一貫教育の可能性について調査を

行ったところでありますが、教育委員会から

は、小中連携の取り組み状況について、平成

１９年度から学校教育の重点課題を小中連携

のさらなる強化を柱として、学力向上、生徒

指導の充実、英語教育の充実の３点に絞って

取り組んでおり、具体的には、中学校区単位

での連携による、中学校教師による小学校へ

の出前授業、６年生児童による中学校授業の

参観、そして参加、小中共通の学習手引の作

成など、さまざまな取り組みがされていると

の説明を受けました。

これに対し委員からは、小中連携の取り組

みによる効果、成果はどのようにあらわれて

いるのかという質問がありました。

児童生徒の減少による複式学級化が進む学

区、または予想される地区においては、小中

一貫を視野に入れるべきだといった意見も出

されたところであります。

小中一貫教育制度については、構造改革特

区により全国各地で実施されるとともに、国

の中央教育審議会や教育再生会議において

も、制度の確立に向け前向きな答申がなされ

ております。

また、少子化の影響による児童生徒の減少

は、適正な教育活動に支障を来すものと懸念

されているところでもあります。

このようなことから、当委員会といたしま

しては、今後とも学校の組織編制を含めた教

育問題全般について注視してまいりたいと考

えております。

以上、簡単でありますが、さきに行いまし

た所管事務調査の委員会報告といたします。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員会報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１６ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

日程第１６ 産業建○議長（馬場騎一君）

設常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

１０番。
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先般、９月４日に○１０番（堀 光雄君）

行いました産業建設常任委員会の所管事務調

査について、その概要を御報告申し上げま

す。

今回の調査は、休耕田の利用促進について

と漁港施設整備についての２点を調査項目に

取り上げ、行いました。

まず、１点目の休耕田の利用促進について

でありますが、三沢市では、現在、耕作放棄

地の解消と畜産農家への飼料供給を目的とし

た水田農業再生プロジェクト事業が実施され

ており、今年度から３年間にわたり、ＪＡお

いらせが主体となり、三沢市北部の耕作放棄

地７０アールにおいて、畜産用飼料米の試験

栽培に取り組まれていることから、現地調査

とあわせて、事業概要及び生育状況等につい

て説明を受けました。

委員からは、この事業に対する農業者の反

応や採算性についての質問が出されたほか、

提案として、農業、商業、工業の連携による

さらなる発展への取り組みや、この事業を北

部地区だけではなく市内全域の耕作放棄地に

ついても進めるべきではないかなどの意見が

出されました。

これに対し執行部からは、現時点では、試

験的な段階ではあるが、飼料米の耕作を希望

する問い合わせも数件寄せられていることな

どから、今後、関係機関と協議しながら、作

付面積の拡大や採算性を視野に入れた野菜等

への転作も可能な圃場整備等についても検討

してまいりたいとのことでありました。

次に、２点目の漁港施設整備についてであ

りますが、今回は、これまでに整備されてき

た漁港施設の付加価値を向上させるための取

り組みにポイントを絞り、ヒラメの蓄養計画

と、漁船からの荷おろし作業に使用される浮

き桟橋について現地調査を行い、執行部から

の説明を受けました。

ヒラメの蓄養計画は、１０月上旬から多く

とれる活ヒラメを生けすで蓄養し、忘年会

シーズンに寒ビラメとして関東地方等へ高価

格で出荷する計画で、今年度から実施される

とのことであります。

また、浮き桟橋については、これまで設置

されていた桟橋の老朽化に伴い、作業効率の

高い新たなものへの更新作業が進められてお

り、７月までに４基のうち２基が更新され、

稼働しているとのことであります。

これらの新たな取り組みや設備の充実によ

り、これまで以上に効果的かつ効率的な漁業

振興が図られるものと期待される内容であり

ました。

以上が今回実施した所管事務調査の概要で

すが、これらは、第１次産業の振興という観

点にとどまらず、三沢市経済を支えていく上

で非常に重要な内容であると認識しているこ

とから、今後も引き続き事業の推移を見守り

ながら、必要に応じて意見・提言などをさせ

ていただきたいと考えております。

以上、簡単ではございますが、産業建設常

任委員会の委員会報告とさせていただきま

す。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員会報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１７ 民生常任委員会所管

事務調査報告

日程第１７ 民生常○議長（馬場騎一君）

任委員会所管事務調査報告を議題とします。

８番。

去る９月５日に開催○８番（太田博之君）

されました民生常任委員会の所管事務調査に

ついて、その概要を報告いたします。

今回は、民生部ごみゼロ推進課が所管する

事務で、家庭系ごみの有料化についてと、消

防本部の所管する事務で、消防広域化につい

て、同じく消防本部の所管する事務で、救急

車両の出動状況についての計３件を調査いた

しました。

また、会議に先立ち、清掃センターにおけ

るごみ搬入から埋め立てまでの処理工程、そ
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して、三沢市消防本部における救急車両等の

現地視察を行ったところでございます。

まず第１点目、家庭系ごみの有料化につい

てでありますが、執行部より一般廃棄物の搬

入量の推移や平成１９年度のごみ処理手数料

等についての説明がなされ、総体的に見て、

一般廃棄物については、企業系ごみ有料化の

影響もあってか、減少傾向にあるとの認識が

示されました。

また、家庭系ごみの有料化については、内

部検討段階にあり、現時点で導入時期は定

まっていないとの説明がありました。

これに対し委員からは、家庭系ごみの有料

化については、もっと踏み込んで検討すべき

だといった意見や、事業系ごみ有料化に伴う

処理手数料をごみ減量のための政策に充てる

べきだといった意見が出されたところであり

ます。

次に、２点目、３点目の消防問題について

でありますが、消防広域化については、県の

示した枠組みに沿って、関係自治体の事務レ

ベルで協議・検討が行われる見通しであると

のことでありました。

また、３点目の救急車両の出動状況につい

ては、平成１９年度実績で、出動回数が１,

２７８件、うち搬送人員が１,１９６人で

あったとのことであり、委員からは、今後と

も市民の生命・財産を守るため業務を遂行し

ていただきたいといった意見がございまし

た。

ごみ問題については、環境問題を含めた地

球規模の課題であるとともに、地方自治体に

とっては避けて通れない重要な課題であり、

昨今、受益と負担のあり方が問われておりま

す。

また、消防広域化については、消防を取り

巻く環境の変化等に的確に対応すべく、平成

２０年３月に青森県消防広域化推進計画が示

されたところでもございます。

そういったことから、当委員会といたしま

しては、今後とも環境問題や消防問題はもち

ろんのこと、市民生活向上にかかわる事務事

業を調査・研究してまいりたいと考えており

ます。

以上、民生常任委員会の所管事務調査に関

する委員会報告とさせていただきます。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員会報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１８ 議員の派遣について

日程第１８ 議員の○議長（馬場騎一君）

派遣についてを議題とします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付しております。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び会議規

則第１５８条の２の規定により、別紙のとお

り議員を派遣することに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

以上で、本定例会に○議長（馬場騎一君）

付議された事件はすべて議了しました。

─────────────────

◎市長あいさつ

ここで、特に市長よ○議長（馬場騎一君）

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

平成２０年三沢市議○市長（種市一正君）

会第３回定例会の閉会に当たりまして、議長

のお許しを得まして、一言ごあいさつ申し上

げます。

今定例会は、去る９月８日に開会され、本

日まで１２日間にわたり、平成１９年度三沢

市水道事業会計決算認定をはじめ、平成２０

年度一般会計補正予算並びに行政運営上必要
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な条例の制定など、１２案件について慎重な

る御審議をいただき、全議案ともそれぞれ原

案どおり御議決、御認定を賜り、衷心より感

謝申し上げます。

御議決賜りました各議案の執行に当たりま

しては、御審議の過程におきまして、議員各

位から賜りました御意見、御提言を十分尊重

し、最善の効果をおさめるよう努力してまい

りますので、何とぞ一層の御支援、御協力を

お願い申し上げまして、甚だ簡単であります

が、閉会に当たってのごあいさつといたしま

す。大変ありがとうございました。

─────────────────

これをもって、平成○議長（馬場騎一君）

２０年三沢市議会第３回定例会を閉会しま

す。どうも御苦労さまでした。

午前１０時４０分 閉会
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